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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモコンにより操作可能な外部映像装置と通信手段を介して接続可能であって、前記リ
モコンにより操作可能な映像処理装置において、
　前記リモコンの操作に応じて、表示手段の表示画面上の所定位置にカーソル画像を表示
させる制御手段と、
　前記外部映像装置より出力される第１の映像データと他の映像ソースより出力される第
２の映像データとをそれぞれ入力する入力手段とを有し、
　前記制御手段は、入力される映像データが、前記第２の映像データから前記第１の映像
データへと切換えられた場合に、
　前記カーソル画像の表示位置に係る第１の位置情報を、前記通信手段を介して前記外部
映像装置に送信し、
　前記外部映像装置から、入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカー
ソル画像の表示位置に対応する位置に、切換えられた後のカーソル画像が表示されるよう
に、前記第１の位置情報に基づいて前記外部映像装置で生成された第１のカーソル画像デ
ータが合成された第１の映像データを受信し、
　前記外部映像装置から受信した第１の映像データに基いて、カーソル画像を含む映像を
前記表示手段に表示させることを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記入力手段が前記第２の映像データを入力している場合に、前記カーソル画像を表示
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するための第２のカーソル画像データを生成する生成手段と、
　前記第２のカーソル画像データと前記第２の映像データとを合成した合成映像データを
前記表示手段に出力する合成手段とをさらに有することを特徴とする請求項１に記載の映
像処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、入力される映像データが、前記第１の映像データから前記第２の映像
データへと切換えられた場合に、
　入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカーソル画像の表示位置に係
る第２の位置情報を、前記外部映像装置から受信し、
　前記生成手段は、前記第２の位置情報に基づいて前記第２のカーソル画像データを生成
することを特徴とする請求項２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカーソル画像の表示位置と、
切換えられた後に表示されるカーソル画像の表示位置とが等しいことを特徴とする請求項
１乃至３に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記生成手段は、グラフィクス画像データを生成し、前記第２のカーソル画像データに
基づいて表示されるカーソル画像の表示位置は、入力される映像データが切換えられた後
に表示され、前記グラフィクス画像データに基づいて表示されるグラフィクス画像の表示
領域内であることを特徴とする請求項２に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　前記グラフィクス画像が複数表示される場合、前記第２のカーソル画像データに基づい
て表示されるカーソル画像の表示位置は、入力される映像データが切換えられる前に表示
されていたカーソル画像に最も近い位置に表示されるグラフィクス画像の表示領域内に表
示されることを特徴とする請求項５に記載の映像処理装置。
【請求項７】
　リモコンにより操作可能な外部映像装置と通信手段を介して接続可能であって、前記リ
モコンにより操作可能な映像処理装置の制御方法において、
　前記リモコンの操作に応じて、表示手段の表示画面上の所定位置にカーソル画像を表示
させる表示ステップと、
　前記外部映像装置より出力される第１の映像データと他の映像ソースより出力される第
２の映像データとをそれぞれ入力する入力ステップとを有し、
　入力される映像データが、前記第２の映像データから前記第１の映像データへと切換え
られた場合に、
　前記カーソル画像の表示位置に係る第１の位置情報を、前記通信手段を介して前記外部
映像装置に送信し、
　前記外部映像装置から、入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカー
ソル画像の表示位置に対応する位置に、切換えられた後のカーソル画像が表示されるよう
に、前記第１の位置情報に基いて前記外部映像装置で生成された第１のカーソル画像デー
タが合成された第１の映像データを受信し、
　前記表示ステップで、前記外部映像装置から受信した第１の映像データに基づいて、カ
ーソル画像を含む映像を前記表示手段に表示させることを特徴とする映像処理装置の制御
方法。
【請求項８】
　前記入力ステップで前記第２の映像データが入力されている場合に、前記カーソル画像
を表示するための第２のカーソル画像データを生成する生成ステップと、
　前記第２のカーソル画像データと前記第２の映像データとを合成した合成映像データを
前記表示手段に出力する合成ステップとをさらに有することを特徴とする請求項７に記載
の映像処理装置の制御方法。
【請求項９】
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　入力される映像データが、前記第１の映像データから前記第２の映像データへと切換え
られた場合に、
　入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカーソル画像の表示位置に係
る第２の位置情報を、前記外部映像装置から受信し、
　前記生成ステップは、前記第２の位置情報に基づいて前記第２のカーソル画像データを
生成することを特徴とする請求項８に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカーソル画像の表示位置と、
切換えられた後に表示されるカーソル画像の表示位置とが等しいことを特徴とする請求項
７乃至９に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記生成ステップは、グラフィクス画像データを生成し、前記第２のカーソル画像デー
タに基づいて表示されるカーソル画像の表示位置は、入力される映像データが切換えられ
た後に表示され、前記グラフィクス画像データに基づいて表示されるグラフィクス画像の
表示領域内であることを特徴とする請求項８に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記グラフィクス画像が複数表示される場合、前記第２のカーソル画像データに基づい
て表示されるカーソル画像の表示位置は、入力される映像データが切換えられる前に表示
されていたカーソル画像に最も近い位置に表示されるグラフィクス画像の表示領域内に表
示されることを特徴とする請求項１１に記載の映像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポインティングデバイスを用いてカーソルを表示させることにより遠隔操作
可能な表示制御装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビにレコーダやゲーム機などの外部映像装置を接続した複合システムにおい
て、テレビ又は外部映像装置の何れかのリモコンでテレビと外部映像装置の両方を操作可
能とすることが知られている。
【０００３】
　下記特許文献１には、テレビとゲーム機とをＨＤＭＩケーブルで接続し、ＣＥＣコマン
ドを互いに送受信することにより、テレビリモコン又はゲーム機コントローラで両方の装
置を制御できる表示システムが記載されている。
【０００４】
　一方、ポインティングデバイス型リモコンも、従来の押しボタン型リモコンに代わって
普及しつつある。ポインティングデバイス型リモコンを用いた複合システムの操作は、入
力切換操作によってそれぞれの表示画面上に表示されるテレビ又は外部映像装置を制御す
るためのカーソルを操作することにより行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１０４５０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来、表示画面上でのカーソルの表示位置は、テレビ側と外部映像装置
側とで個別に決定されていた。そのため、テレビの映像から外部映像装置の映像へ入力切
換が行われた場合、入力切換前と切換後のカーソルの表示位置が、何ら関連性を持たずに
異なっていた。そのため、ユーザは、入力切換時にカーソルを見失うことが多く、操作性
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を損なうという課題があった。
【０００７】
　本発明の目的は、ポインティングデバイス型リモコンを用いたカーソル操作において、
入力切換時のカーソルの表示位置を制御することにより、ユーザにとって快適な操作性を
備えた映像処理装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の映像処理装置は、リモコンにより操作可能な外部映像装置と通信手段を介して
接続可能であって、前記リモコンにより操作可能な映像処理装置において、
　前記リモコンの操作に応じて、表示手段の表示画面上の所定位置にカーソル画像を表示
させる制御手段と、
　前記外部映像装置より出力される第１の映像データと他の映像ソースより出力される第
２の映像データとをそれぞれ入力する入力手段とを有し、
　前記制御手段は、入力される映像データが、前記第２の映像データから前記第１の映像
データへと切換えられた場合に、
　前記カーソル画像の表示位置に係る第１の位置情報を、前記通信手段を介して前記外部
映像装置に送信し、
　前記外部映像装置から、入力される映像データが切換えられる前に表示されていたカー
ソル画像の表示位置に対応する位置に、切換えられた後のカーソル画像が表示されるよう
に、前記第１の位置情報に基づいて前記外部映像装置で生成された第１のカーソル画像デ
ータが合成された第１の映像データを受信し、
　前記外部映像装置から受信した第１の映像データに基いて、カーソル画像を含む映像を
前記表示手段に表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ポインティングデバイス型リモコンで操作可能な複数の操作対象機器
間で入力切換が行われる際に、カーソルの表示が入力切換前後で関連付けされた位置（例
えば、同じ位置）に表示される。そのため、ユーザはカーソルを一時的に見失うことなく
、快適に機器操作できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る映像制御システムの概念図
【図２】本発明に係るリモコンのキー配列
【図３】本発明に係るテレビのブロック図
【図４】本発明に係るレコーダのブロック図
【図５】実施例１に係るテレビの動作を示すフローチャート
【図６】実施例１に係るレコーダの動作を示すフローチャート
【図７】実施例１に係るカーソル表示の例を示す模式図
【図８】実施例２に係るテレビの動作を示すフローチャート
【図９】実施例２に係るレコーダの動作を示すフローチャート
【図１０】実施例２に係るカーソル表示の例を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態を説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本発明に係る映像制御システムを示す概念図である。映像処理装置としてのテ
レビ２００と、外部映像装置としてのレコーダ３００とは、通信手段としての映像インタ
ーフェースを介して接続されている。テレビ２００は、ゲーム機等とも接続可能である。
映像インターフェースとしては、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
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ｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を用いることができる。ＨＤＭＩはデジタル映像・
音声信号を伝送するためのデータラインと、機器間で制御信号（ＣＥＣコマンド）を伝送
するための双方向バスラインとを含んでいる。リモコン１００は、ポインティングデバイ
ス型リモコンであり、ユーザによる所定のボタン押下でチャンネル選局指示や入力切換指
示が行われる。またリモコン１００本体の上下左右方向への移動量及び移動方向を検出し
、移動量及び移動方向に対応したリモコン信号をテレビまたはレコーダへ送信する。リモ
コン１００は、テレビ２００とレコーダ３００の両方を操作可能である。テレビ２００又
はレコーダ３００は、リモコン１００から受信したリモコン信号に基いて、表示画面上の
所定位置に表示されたカーソル４００を制御する。
【００１３】
　図２は、リモコン１００のキー配列を示す。リモコン１００には、テレビ２００の電源
をオン、オフするための電源キー１０１、チャンネル選局するためのチャンネルキー１０
２、カーソルで選択した項目を決定するための決定キー１０３、設定を前の状態に戻すた
めの戻るキー１０４などが設けられている。
【００１４】
　さらに、リモコン１００には、対象機器の設定を行うための設定キー１０５及び対象機
器選択キー１０６が設けられている。ユーザは、設定キー１０５を押下して、操作対象機
器としてテレビ２００とレコーダ３００を予め設定している。対象機器選択キー１０６の
押下により、操作する対象機器の切換えを行うことができる。対象機器選択キー１０６は
、選択されている機器が識別できるようにＬＥＤを用いて選択的に表示される。テレビ２
００が選択されているときは（Ｔｖが点灯）、リモコン１００の操作によって、テレビ２
００が制御され、レコーダが選択されているときは（Ｒｅｃが点灯）、レコーダがそれぞ
れ制御される。なお対象機器選択キー１０６のリモコン信号である対象機器切換信号は、
テレビ２００とレコーダ３００との両方へ同時に送信される。テレビ２００がテレビ２０
０からレコーダ３００への対象機器切換信号を受信したときは、テレビ２００の入力を外
部入力に切換え、レコーダ３００から出力される映像信号を入力可能とする。また、テレ
ビ２００がレコーダ３００からテレビ２００への対象機器切換信号を受信したときは、入
力を外部入力からテレビ２００本体に切換える。
【００１５】
　図３は、テレビ２００の全体構成を示すブロック図である。入力手段としての放送受信
部２０２は、アンテナ２０１を介して映像ソースである放送信号を受信する。受信した放
送信号に復調、誤り訂正の処理を施してＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）を生
成し、映像処理部２０３へ出力する。映像処理部２０３は、入力したＴＳから映像データ
（第２の映像データ）を分離し復号する。分離された音声データは不図示の音声処理部で
復号され、音声信号としてスピーカーから出力される。合成部２０４は、ＧＵＩ生成部２
１０（生成手段）より入力したＧＵＩ画像データと映像処理部２０３より入力した映像デ
ータとを合成した合成映像データを切換部２０５へ出力する。ＧＵＩ画像データは、カー
ソル画像を表示するためのカーソル画像データとグラフィクス画像を表示するためのグラ
フィクス画像データとからなる。切換部２０５は、ユーザーインターフェース部２１４又
はデータ通信部２０８より入力切換信号を入力したとき、合成部２０４からの合成映像デ
ータと外部映像入力部２０７からの外部映像データのどちらか一方を選択して表示部２０
６へ出力する。映像インターフェイスは、レコーダ３００より外部映像データを入力する
外部映像入力部２０７と、テレビカーソル位置情報を入力するデータ通信部２０８からな
る。データ通信部２０８は、レコーダ３００からレコーダカーソル位置情報を入力した場
合は、制御部２０９へレコーダカーソル位置情報を出力し、入力切換信号を入力した場合
は、切換部２０５へ入力切換信号を出力する。制御部２０９はＣＰＵで、ユーザーインタ
ーフェース部２１４から操作対象切換信号を入力したとき、ＧＵＩ生成部２１０から現在
のテレビカーソル位置情報を入力して外部データ送受信部２０８へ出力する。ＧＵＩ生成
部２１０は、ユーザーインターフェース部２１４からのＧＵＩ描画信号に基いて、カーソ
ル画像やメニューダイアログなどのグラフィクス画像を表示するためのＧＵＩ画像データ
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を生成し、合成部２０４へ出力する。また入力イベント処理部２１３からカーソルの移動
に使用する移動量情報を入力し、移動量情報に基づきカーソル画像データを生成する。入
力イベント処理部２１３は、リモコン信号受信部２１２から入力したリモコン信号を解析
して、対応したイベント信号をユーザーインターフェース部２１４へ出力する。またリモ
コン信号に含まれる移動量情報をＧＵＩ生成部２１０へ出力する。ユーザーインターフェ
ース部２１４は、入力イベント処理部２１３から入力したイベント信号に基いて、ＧＵＩ
生成部２１０へＧＵＩ描画信号を、制御部２０９に操作対象切換信号を、切換部２０５に
入力切換信号をそれぞれ出力する。例えば、ユーザーインターフェース部２１４は、設定
メニューに対応したイベント信号を入力した場合には、設定メニュー用機能を起動し、Ｇ
ＵＩ生成部２１０へ設定メニュー用のＧＵＩ描画信号を出力する。
【００１６】
　次にレコーダ３００の構成を、図４を用いて説明する。但し、図３と同じブロックにつ
いての同様の動作に関しては説明を省略する。蓄積部３０６は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉ
ｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）又はＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）（商標）である。映像処理部
３０３は、放送受信部３０２より入力したＴＳから、ユーザにより指定されたチャンネル
の番組に係るＴＳパケットを分離し、蓄積部３０６に蓄積する。またユーザーインターフ
ェース部３１２からの再生信号に基いて、指定された番組に係るＴＳパケットを映像処理
部３０３へ出力する。映像処理部３０３は、蓄積部３０６から入力されたＴＳパケットに
対して復号処理を施し、復号した映像データを合成部３０４へ出力する。外部映像出力部
３０５は合成部３０４より入力された合成映像データをテレビ３００へ出力する。データ
通信部３０７は、制御部３０９から入力したレコーダカーソル位置情報をテレビ２００へ
送信する。またテレビ２００からテレビカーソル位置情報を入力した場合は、制御部３０
９へテレビカーソル位置情報を出力し、レコーダ３００からの映像データをテレビ２００
に出力させるための入力切換信号をテレビ２００へ出力する。
【００１７】
　図５は、テレビ２００がリモコン信号を受信した場合のテレビ２００の動作処理フロー
を示す。ユーザがリモコン１００の対象機器選択キー１０６を押下したときに処理が開始
される。テレビ２００の制御部２０９は、受信したリモコン信号がテレビ２００からレコ
ーダ３００への操作対象切換信号であるか否かを判断する（Ｓ５０１）。リモコン信号が
テレビ２００からレコーダ３００への操作対象切換信号であるとき（Ｓ５０１のＹｅｓ）
、制御部２０９は、テレビカーソル位置情報（第１の位置情報）を取得する（Ｓ５０２）
。そして、データ通信部２０８からレコーダ３００へテレビカーソル位置情報を送信する
（Ｓ５０３）。制御部２０９は、レコーダ３００から入力切換信号を受信したか否かを判
断する（Ｓ５０３）。入力切換信号を受信した場合（Ｓ５０３のＹｅｓ）、切換部２０５
は入力切換を行い（Ｓ５０４）、レコーダ３００から伝送された映像データを表示部２０
６に出力する（Ｓ５０５）。
【００１８】
　リモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００への操作対象切換信号ではないとき（
Ｓ５０１のＮｏ）、操作対象切換信号がレコーダ３００からテレビ２００への操作対象切
換信号であるか否かを判断する（Ｓ５０７）。レコーダ３００からテレビ２００への操作
対象切換信号であるとき（Ｓ５０７のＹｅｓ）、制御部２０９はデータ通信部２０８から
レコーダカーソル位置情報（Ｘｒｅｃ、Ｙｒｅｃ）を入力する（Ｓ５０８）。制御部２０
９は、テレビ２００のテレビカーソル位置をレコーダカーソル位置と同じにするために、
レコーダカーソル位置情報をＧＵＩ生成部２１０へ出力する（Ｓ５０９）。ＧＵＩ生成部
２１０はカーソル位置情報を用いて、カーソル画像データを生成し、合成部へ出力する。
操作対象切換信号がレコーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号でないとき（
Ｓ５０７のＮｏ）は、処理を終了する。
【００１９】
　図６は、レコーダ３００がリモコン信号を受信した場合のレコーダ３００の動作処理フ
ローを示す。レコーダ３００の制御部３０９（ＣＰＵ）は、受信したリモコン信号が、レ
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コーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号であるか否かを判断する（Ｓ６０１
）。リモコン信号が、レコーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号であるとき
（Ｓ６０１のＹｅｓ）、制御部３０９は、ＧＵＩ生成部３０８から、現在のレコーダカー
ソル位置情報（Ｘｒｅｃ、Ｙｒｅｃ）（第２の位置情報）を取得する（Ｓ６０２）。制御
部３０９は、取得したレコーダカーソル位置情報を、テレビ２００へ送信するために、デ
ータ通信部３０７へ出力する（Ｓ６０３）。
【００２０】
　リモコン信号が、レコーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号ではないとき
（Ｓ６０１のＮｏ）、制御部３０９は、リモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００
への操作対象切換信号であるか否かを判断する（Ｓ６０６）。正であるとき（Ｓ６０６の
Ｙｅｓ）、制御部３０９はデータ通信部３０７からテレビカーソル位置情報（Ｘｒｅｃ、
Ｙｒｅｃ）を入力する（Ｓ６０７）。制御部３０９は、レコーダ３００のカーソル位置を
テレビカーソル位置と同じにするために、テレビカーソル位置情報をＧＵＩ生成部３０８
へ出力する（Ｓ６０８）。ＧＵＩ生成部３０８は、テレビカーソル位置情報を用いて、カ
ーソル画像データを生成する。
【００２１】
　リモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００への操作対象切換信号でないときは（
Ｓ６０６のＮｏ）、処理が終了する。
【００２２】
　図７は、操作対象切換前と操作対象切換後のカーソルの表示状態を示している。テレビ
２００からレコーダ３００へ操作切換後でもカーソルの表示位置は切換え前と同じになる
ように、テレビ２００及びレコーダ３００が連携して制御される。
【実施例２】
【００２３】
　第２の実施例は、操作対象切換先で制御されるカーソルにより選択可能なＧＵＩが表示
されているときに、操作対象切換前のカーソル位置に最も近いＧＵＩにカーソルを重ねて
表示させるものである。
【００２４】
　テレビ２００の構成としては、図３に示したブロックにＧＵＩ位置保持部Ａ（図示せず
）が追加される。ＧＵＩ位置保持部Ａは、制御部２０９とＧＵＩ生成部２１０に接続され
ている。ＧＵＩ位置保持部Ａは、ＧＵＩの描画に必要な位置情報を座標と大きさ（幅Ｗ、
高さＨ）で保持しており、ＧＵＩ生成部２１０へ、指定されたＧＵＩの位置情報を出力す
る。ＧＵＩの位置情報は、表示領域の左上の座標（Ｘｇｕｉ、Ｙｇｕｉ）と、ＧＵＩの大
きさ（Ｗｇｕｉ、Ｈｇｕｉ）として保持される。また、ＧＵＩ位置保持部Ａは、制御部２
０９の指示により、現在表示されているＧＵＩの位置情報を制御部２０９へ出力する。制
御部２０９は、データ通信部２０８からレコーダ３００のレコーダカーソル位置情報（Ｘ
ｒｅｃ、Ｙｒｅｃ）を受け取ると、ＧＵＩ位置保持部から現在のＧＵＩ位置情報を受け取
る。ＧＵＩ位置情報とレコーダカーソル位置情報とから、テレビ２００で表示するテレビ
カーソル位置を決定し、テレビカーソル位置情報（Ｘｔｖ、Ｙｔｖ）をＧＵＩ生成部２１
０へ出力する。
【００２５】
　またレコーダ３００の構成としては、図４に示したブロックにＧＵＩ位置保持部Ｂ（図
示せず）が追加される。ＧＵＩ位置保持部Ｂは、テレビ２００のＧＵＩ保持部Ａと同様に
、ＧＵＩの描画に必要な位置情報を座標と大きさ（幅Ｗ、高さＨ）で保持している。制御
部３０９は、データ通信部３０７からテレビカーソル位置情報を受け取ると、ＧＵＩ位置
保持部Ｂから現在のＧＵＩ位置情報を受け取る。制御部３０９は、ＧＵＩ位置情報とテレ
ビカーソル位置情報とから、レコーダ３００で表示するカーソル位置を決定し、レコーダ
カーソル位置情報をＧＵＩ生成部３０８へ出力する。
【００２６】
　図８は、テレビ２００がリモコン信号を受信した場合のテレビ２００の動作処理フロー
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を示す。即ち、初期のリモコン１００の操作対象はテレビ２００である。ユーザがリモコ
ン１００の対象機器選択キー１０６を押下したとき、処理が開始される。テレビ２００の
制御部２０９は、受信したリモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００への操作対象
切換信号であるか否かを判断する（Ｓ９０１）。テレビ２００からレコーダ３００への操
作対象切換信号のとき（Ｓ９０１のＹｅｓ）の処理は、図５で示した実施例１と同じなの
で省略する。
【００２７】
　リモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００への操作対象切換信号ではないとき（
Ｓ９０１のＮｏ）、操作対象切換信号がレコーダ３００からテレビ２００への操作対象切
換信号であるか否かを判断する（Ｓ９０７）。操作対象切換信号がレコーダ３００からテ
レビ２００への操作対象切換信号でないとき（Ｓ９０７のＮｏ）は、処理を終了する。操
作対象切換信号がレコーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号であるとき（Ｓ
９０７のＹｅｓ）、制御部２０９は、データ通信部２０８からレコーダカーソル位置情報
（Ｘｒｅｃ、Ｙｒｅｃ）を入力する（Ｓ９０８）。制御部２０９は、レコーダカーソル位
置情報を取得後、ＧＵＩ位置保持部Ａへ現在表示されているＧＵＩがあるか否かを問い合
わせる（Ｓ９０９）。現在表示されているＧＵＩがある場合（Ｓ９０６のＹｅｓ）、ＧＵ
Ｉが１つのときは、そのＧＵＩが選択され、複数表示されているときは、レコーダカーソ
ル位置から最も近いＧＵＩが選択される。ここで、ＧＵＩとレコーダカーソル位置との距
離は、ＧＵＩの表示領域の中心位置とレコーダカーソル位置との距離を用いる。ＧＵＩの
表示領域の左上座標（Ｘａ、Ｙａ）、領域（幅Ｗａ、高さＨａ）の矩形のＧＵＩであると
き、ＧＵＩの中心位置（Ｘｍｉｄ、Ｙｍｉｄ）は下記で算出される。
（Ｘｍｉｄ、Ｙｍｉｄ）＝（Ｘａ＋（Ｗａ／２）、Ｙａ＋（Ｈａ／２））
レコーダカーソル位置とＧＵＩの中心位置との距離は下記で算出される。
Ｌ＝√（（Ｘｍｉｄ－Ｘｒｅｃ）２＋（Ｙｍｉｄ－Ｙｒｅｃ）２）
制御部２０９は、レコーダカーソル位置に対して、複数のＧＵＩの表示領域のうち、最短
距離ＬｍｉｎとなるＧＵＩを選択する（Ｓ９１０）。制御部２０９は、選択されたＧＵＩ
の表示領域内にテレビカーソルを表示する（Ｓ９１１）。例えば、制御部２０９は、テレ
ビカーソル位置が、ＧＵＩ表示領域の中心位置となるように、Ｘｔｖ＝Ｘａ＋（Ｗａ／２
）、Ｙｔｖ＝Ｙａ＋（Ｈａ／２）として、テレビカーソル位置情報（Ｘｔｖ、Ｙｔｖ）を
、ＧＵＩ生成部２１０へ出力する。
【００２８】
　一方、現在表示されているＧＵＩがない場合（Ｓ９０６のＮｏ）、制御部２０９は、レ
コーダカーソル位置情報をＧＵＩ生成部２１０へ出力する。ＧＵＩ生成部２１０は、レコ
ーダカーソル位置情報を用いて、テレビカーソル位置とレコーダカーソル位置とを一致さ
せるように、テレビカーソルを表示させる（Ｓ９１２）。
【００２９】
　図９は、レコーダ３００がリモコン信号を受信した場合のレコーダ３００の動作処理フ
ローを示す。レコーダ３００の制御部３０９は、受信したリモコン信号が、レコーダ３０
０からテレビ２００への操作対象切換信号であるか否かを判断する（Ｓ１００１）。レコ
ーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号であるであるとき（Ｓ１００１のＹｅ
ｓ）は、図６で示した実施例１の動作フローと同じなので省略する。リモコン信号が、レ
コーダ３００からテレビ２００への操作対象切換信号ではないとき（Ｓ１００１のＮｏ）
、制御部３０９は、リモコン信号がテレビ２００からレコーダ３００への操作対象切換信
号であるか否かを判断する（Ｓ１００６）。テレビ２００からレコーダ３００への操作対
象切換信号でないときは（Ｓ１００６のＮｏ）、処理が終了する。テレビ２００からレコ
ーダ３００への操作対象切換信号であるとき（Ｓ１００６のＹｅｓ）、制御部３０９はデ
ータ通信部３０７からテレビカーソル位置情報を入力する（Ｓ１００７）。制御部３０９
は、テレビカーソル位置情報を取得後、ＧＵＩ位置保持部２１５へ現在表示されているＧ
ＵＩがあるか否かを問い合わせる（Ｓ１００８）。現在表示されているＧＵＩがある場合
（Ｓ１００８のＹｅｓ）、ＧＵＩが１つのときは、そのＧＵＩが選択され、複数のときは
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９は、選択されたＧＵＩの表示領域内にレコーダカーソルを表示させる。例えば、制御部
２０９は、レコーダカーソル位置が、ＧＵＩ表示領域の中心位置となるように、レコーダ
カーソル位置情報を、ＧＵＩ生成部２１０へ出力する（Ｓ１０１０）。現在表示されてい
るＧＵＩがない場合（Ｓ１００８のＮｏ）、制御部３０９は、テレビカーソル位置情報を
ＧＵＩ生成部２１０へ出力する。ＧＵＩ生成部２１０は、テレビカーソル位置情報を用い
て、レコーダカーソル位置とテレビカーソル位置と一致するように、レコーダカーソルを
表示させる（Ｓ１０１１）。
【００３０】
　図１０は、操作対象切換前と操作対象切換後のカーソルの表示状態を示している。テレ
ビ２００の映像からレコーダ３００の映像へ、又はその逆へ切換えた場合に、切換前のカ
ーソル位置に近い位置であって、且つ切換え後に表示されるＧＵＩ（レコーダメニュー）
に重ねてカーソルを表示させること可能となる。
【００３１】
　また、他の実施形態として、入力切換後のカーソルをＧＵＩに重ねて描画する際に、切
換前のカーソル位置に一致したカーソル位置からＧＵＩ表示領域内の最終的なカーソル位
置まで、カーソルを移動させる過程を表示させてもよい。
【符号の説明】
【００３２】
　１００　リモコン
　２００　テレビ
　２０１　３０１　アンテナ
　２０３　３０３　映像処理部
　２０４　３０４　合成部
　２０５　切換部
　２０６　表示部
　２０７　外部映像入力部
　２０８　３０７　データ通信部
　２０９　３０９　制御部
　２１０　３０８　ＧＵＩ生成部
　３００　レコーダ
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